
















研究目的

　今日の母子保健における重要な課題の一つは育児の環境整備にあろう。特に、多くの事

実が指摘しているように育児不安の非常に強い母親が多いことで、その人達の実践する育

児を適切なものにすることも育児環境の改善の大きな役割となっている。育児不安の種類

も程度も多岐に亙るが、時には、種々の形の虐待に至ることも少なくない。このような不

幸な事態を早期に予防することは、今日の育児支援を基盤とする母子保健活動の重要な役

割となっている。そのためにも妊婦への早期からの対応が適切に行なわれることが、その

一つの対策であることも事実である。

　此の度、心の健康づくり事業の実施において、出産前後の母子支援事業が導入されるこ

とになったが、その実施に当たり、その問題点を明らかにし、その実施体制の整備に関す

る対策等を検討し、実践の現場に役立てることを目的とした。


